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世界的な競争のなか，製造業においては新製品・新技術の価値の多くは製造工程を経て社会に提供される。
製造設備・プラントの建設は，新製品向けプラントの新設，新規プロセス技術導入によるプロセス強化，既存プ
ロセスの系列増設による能力増強，老朽化設備の更新など様々な目的のもとに計画される。しかし近年，資材や
人件費の高騰によるプラント建設費の高騰は喫緊の課題となっている。このような難局を乗り越えるため，プラ
ント建設の現場では，デジタル変革（DX）や新たな建設手法による革新的なアプローチが急速に進展している。
本特集では，プラント建設に関する基礎知識から建設コストの低減と効率化を実現するための具体的な最

新技術までを幅広く解説する。プラント建設の基礎知識を学びたい読者から，建設費高騰という課題に日々
立ち向かう技術者まで，未来を切り拓くための具体的な知識とインスピレーションを提供するものと確信する。

（編集担当：豊田倶透・小玉　聡・高橋　誠）†
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今回の特集は「プラント建設費高騰に立ち向かう」という

ことですので，「プラント建設費」について，ご説明します。
プラント建設を請け負う受注側の積算業務（客先に提出する

見積）は，非常に手間のかかる地道な作業ですが，プロジェ
クトの成否，企業の収益上大事なものであり，場合によっ
ては会社の業績にも大きく影響を与えますので，注意深く
慎重に行わなければなりません。ずさんな見積は発注する
会社様にもご迷惑をお掛けすることにもなります。以下，
初めて聞く言葉も出てくるかもしれませんが理解，実践し
て安価で良質なプラントを建設していただければコスト

（原価）に関わってきた者としてこれ以上の幸せはありま
せん。プラント建設を発注する側も，受け取った見積が適
正価格かどうかの判断基準になりますので，理解を深めて
いただければ幸いです。
　

　
2.1　プラント建設にかかる費用の内訳

事業性を検討するような段階ではいきなり詳細なコスト
見積をすることは適切ではありません。化学プラント建設
にかかる費用の超概算方法の一例として，機器・装置費を
もとに推算する方法を紹介します。プラント建設にかかる
費用の内訳については，機器・装置費（撹拌槽・蒸留塔・ポ

ンプなど），配管工事費，計装機器，電気設備，建屋の建設

費，ユーティリティー設備費，諸経費など多岐にわたりま
す。化学プラント建設費の構成はおおむね，機器・装置費
が全体の30％前後になることが多く，このことから，「総
建設費は機器・装置費の3倍」といった経験則が言われて
います。

この倍率はもちろん，化学プラントの特徴や，どこまで
を機器・装置費に含むかにより比率は変わってきますので
適宜調節が必要ですが，超概算として有用です。古くは，
Lang係数法では，H.J. Langの1948年の文献によると固体
プラントで3.10倍，流体プラントで4.74倍，固液を扱うプ
ラントでは3.63倍とされています。
　　　
2.2　機器・装置費の概算

機器・装置類は特殊な物が多く，見積に時間がかかりま
す。そこで，手早く概算コストを知る方法として0.6乗則
という経験則があり，過去の見積データをベースに装置サ
イズが変わったときの価格への影響を概算で見る方法があ
ります。
0.6乗則法（能力－コスト曲線法）に基づく積算技法

0.6乗則積算技法は，同種の機器・装置・設備・プラン
トのコストが，能力（規模）の0.6乗に比例するという経
験則から，ある能力の機器（装置・設備・プラント）のコス
トが既知の場合に，他の任意の能力の機器（装置・設備・プ

ラント）のコストが推算できます。

CA ＝A（装置・設備・プラント）のコスト
CB ＝Aと同種のB（装置・設備・プラント）のコスト
SA ＝A機器の能力（規模）

SB ＝B機器の能力（規模）とすれば，
CB ＝CA ×（SB/SA）̂0.6

この積算技法によれば，機器（装置・設備・プラント）の
能力（規模）を大きくするほど単位能力当たりのコストは
割安になり，機器の能力を小さくするほど単位能力当たり
のコストは割高になります。また，機器の種類によって乗
数は変わるといわれています。機器価格や乗数の情報とし
ては『化学装置コストハンドブック（改定3版）』も参考にな
ります。

1．はじめに

2． 技術開発ステージから使いたいプラント
建設費の超概算
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